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―
―
医
療
情
報
企
画
部
の
沿
革
と
病
院
に
お
け

る
役
割
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
京
都
と
い
う
土
地
柄
も
あ
っ
て
高

い
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ぬ
一
方
、
広
い

敷
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
早
い

時
期
よ
り
診
療
情
報
の
電
子
化
に
迫
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
電
子
化
の
実
行
組
織
で
あ
る
の

が
医
療
情
報
企
画
部
で
あ
り
、
日
本
最
初
の
国

立
大
学
病
院
情
報
処
理
部
門
と
し
て
１
９
７
０

年
に
前
身
の
中
央
情
報
処
理
部
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
現
在
ま
で
、
一
貫
し
て
当
院
の
情
報
基
盤

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
情
報
企
画
部
は
、
診
療
録
管
理
、

情
報
基
盤
整
備
、
病
院
経
営
運
営
の
サ
ポ
ー
ト

と
い
う
３
つ
の
情
報
に
か
か
わ
る
役
割
を
、
病

歴
管
理
室
、
医
療
情
報
企
画
部
、
病
院
運
営
企

画
室
と
い
う
３
つ
の
“
顔
”
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
果
た
し
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
情
報
企
画
部
の
特
徴
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
部
の
大
き
な
特
徴
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

者
が
患
者
さ
ん
で
は
な
く
、
医
師
を
中
心
と
し

た
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
第
一
義
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
病
院

と
い
う
機
能
を
全
う
さ
せ
る
主
役
は
診
療
を
直

接
行
う
医
師
た
ち
と
、
そ
れ
を
直
接
支
援
す
る

看
護
師
や
技
師
な
ど
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

た
ち
で
あ
り
、
そ
の
後
方
か
ら
支
え
る
の
が
事

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
診
療
情
報
の
管
理
は
電

子
カ
ル
テ
が
な
け
れ
ば
も
う
難
し
い
で
し
ょ
う

し
、例
え
ば
、物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
が
な
け
れ
ば
、

医
療
材
料
や
物
品
も
満
足
に
管
理
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
私
は
今
後
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
が
、

人
間
と
機
械
が
協
調
し
て
業
務
を
実
現
す
る
シ

ス
テ
ム
、“
人
間
機
械
系
シ
ス
テ
ム
”
と
呼
ぶ
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
人
間
機
械
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
詳
し

く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
間
機
械
系
シ
ス
テ
ム
の
典
型
例
は
、
飛
行

機
の
運
航
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
、
飛
行
機
は
、

人
間
と
機
械
が
互
い
に
補
い
な
が
ら
安
定
的
に

運
航
さ
せ
て
い
ま
す
。
実
は
、
飛
行
機
は

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
９
０
年
代
前
半

に
か
け
て
、人
間
と
機
械
の
役
割
分
担
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
飛
行
機
の
運
航
シ
ス
テ
ム
が

急
激
に
進
歩
し
た
時
期
と
重
な
り
、
シ
ス
テ
ム

と
そ
れ
を
操
作
す
る
人
間
と
の
役
割
分
担
の
バ

ラ
ン
ス
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
が
主

な
理
由
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
病
院
情
報
シ

ス
テ
ム
も
進
化
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
を

経
験
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

務
部
門
や
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
で
す
か
ら
、

医
療
者
側
か
ら
要
求
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
関

連
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
は
積
極
的
に
応
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
シ
ス
テ
ム
構
築
の
際
は
、

医
師
、
看
護
師
、
診
療
部
門
の
各
ス
タ
ッ
フ
、

事
務
方
を
交
え
て
徹
底
的
に
議
論
し
て
い
た
だ

き
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
な
が
ら
構
築
し
た

京
大
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（K

yoto 
university hospital Inform

ation Galaxy

：

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
は
、
２
０
０
０
年
に
オ
ー
ダ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
、
05
年
に
は
物
流
管
理
シ
ス
テ

ム
や
病
理
、
放
射
線
治
療
、
安
全
管
理
な
ど
の

部
門
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
最
初
の
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
、
16
年
に
は
現
在
の
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

６
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
部
の
、
も
う
１
つ
の
大
き
な
特
徴
が
、
臨

床
現
場
で
医
療
情
報
研
究
が
で
き
る
国
内
唯
一

の
情
報
工
学
系
の
研
究
室
で
あ
る
こ
と
で
す
。

当
部
の
二
代
目
の
教
授
が
情
報
工
学
系
出
身
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
情
報
学
研
究
科
社
会
情
報

学
専
攻
に
講
座
を
持
っ
て
お
り
、
年
間
約
３
人

の
学
生
が
当
部
の
研
究
室
に
進
学
し
て
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
当
部
に
は
医
学
研
究
科
と
情
報

学
研
究
科
と
い
う
医
学
系
・
工
学
系
２
つ
の
分

野
か
ら
人
材
が
集
ま
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。

―
―
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
化
し
て
い
く
と
お
考
え
で
す
か
。

　

病
院
の
機
械
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
進
化
し
続
け

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
人
間
機
械
系
シ
ス
テ

ム
化
に
つ
い
て
は
、
当
院
で
も
開
発
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
１
つ
の
例
と
言
え
る
の
が
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

６
稼
働
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
運
用
を
開

始
し
た「
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」で
す
。

　

こ
れ
は
、
看
護
師
が
ベ
ッ
ド
脇
の
端
末
に
測

定
機
器
を
か
ざ
す
だ
け
で
自
動
的
に
そ
の
看
護

師
を
識
別
し
、
患
者
と
紐
付
け
た
測
定
デ
ー
タ

を
電
子
カ
ル
テ
に
自
動
記
録
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
医
療
メ
ー
カ
ー
と
組
ん
で
製
品
化
も

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の
転
記
ミ
ス

や
、業
務
の
省
力
化・効
率
化
に
貢
献
し
て
お
り
、

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
計
測
と
記
録
に
関
わ
る
業
務

時
間
を
ほ
ぼ
半
分
に
減
ら
し
た
と
い
う
デ
ー
タ

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
人

間
と
機
械
が
調
和
す
る
こ
と
で
、
医
療
者
に
は

効
率
性
を
、
患
者
に
は
安
全
性
を
提
供
す
る
と

い
う
の
が
、
今
後
の
方
向
性
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

医
療
と
は
、
患
者
を
治
す
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
が
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
開
発
す
る
の
は

工
学
系
の
仕
事
で
す
。
医
療
情
報
企
画
部
に
は
、

そ
の
開
発
の
た
め
の
人
材
や
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
病
院
の
情
報
シ

ス
テ
ム
を
改
善
・
運
用
し
な
が
ら
、
新
シ
ス
テ

ム
の
研
究
・
開
発
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

代を重ねて更に進化を遂げた京大のHIS
物流管理システムとも高度な連携を図り、
経営、臨床、安全の質を格段に高める
医療ITにおいて、常に日本のフロントランナーとしての評価を得てきている京都大学医学部附属病院。
定評ある同病院の病院情報システム「KING」は 2016年５月に更新され、新システム「KING6」となった。
当然、新システムは、従前の「５」の機能を大きく上回るものとなっているが、スリム化とコスト性も両立。
注目の機能としては、物流管理システムと病院情報システムの高度な電子的連携の推進があげられる。
新システムならびに、このシステムを運営・管理する医療情報企画部について、キーパーソンの方 に々聞いた。
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課程修了。博士（工学）。同年同助手、
2001 年オウル大学理学部情報処理科学科
客員教授、2001 年京都大学医学部附属病
院講師、2007 年大阪大学大学院基礎工学
研究科准教授、2009 年京都大学医学部附
属病院准教授を経て、2013 年より同大学医
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京都大学医学部附属病院京都府

京都大学医学部附属病院では、病院の再整
備計画が進行中。2010 年 5月竣工の積貞棟は

「がん中心の病棟」として、2015 年 12 月に竣
工した南病棟は「生活習慣病棟」として、そ
して現在計画中のⅡ期病棟は「高度急性期医
療病棟」としての運用を目指している
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京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
附
属
デ
ー
タ
科

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
定

教
授
で
、
医
療
情
報
企
画
部
を
兼
務
す
る
田
村 

寛
氏
は
、
医
療
情
報
企
画
部
に
お
け
る
自
身
の

役
割
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
情
報
企
画
部
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
管
理
・
運
用
を
担
当
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

院
内
の
診
療
や
経
営
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し

て
経
営
に
貢
献
す
る
役
割
も
担
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
医
療
情
報
企
画
部
の
業
務
に
お
い
て
、

シ
ス
テ
ム
運
用
に
は
深
く
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
病
院
の
経
営
面
で
の
意
思
決
定
に
必
要
な

デ
ー
タ
の
作
成
や
企
画
立
案
を
通
じ
て
病
院
執

行
部
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

新
し
い
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ⅲ
」
は
、
医
療
材
料
等
に
添
付
し
た
ラ
ベ
ル
を
、

病
棟
や
外
来
で
使
用
す
る
度
に
患
者
別
・
部
署

　

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、

２
０
０
４
年
か
ら
ダ
イ
コ
ク
・
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー

ビ
ス
社
の
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医

療
材
料
等
の
関
す
る
在
庫
管
理
の
徹
底
を
図
っ

て
き
た
。

　

２
０
１
６
年
５
月
に
京
大
病
院
総
合
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
の
更
新
を
実
施
し
た

際
に
、
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
も
新
た
に
「
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ⅲ
」
に
更
新
。
ま
だ
一
部
で
は
あ
る
も

の
の
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
と
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の

連
携
を
実
現
し
て
お
り
、
行
く
行
く
は
在
庫
管

理
の
徹
底
だ
け
で
な
く
、
患
者
単
位
で
の
医
療

原
価
の
把
握
等
を
目
指
し
て
い
る
。

■

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

電
子
カ
ル
テ
と
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の
連
携
を
推
進
し
、

患
者
単
位
で
の
物
品
消
費
や
医
療
原
価
の
把
握
、

医
療
安
全
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す

1998年京都大学医学部卒。博士（医
学）（京都大）。2013年より医学部附属病
院 医療情報企画部准教授 運営企画
室副室長、2017 年 9 月より京都大学
国際高等教育院 附属データ科学イノ
ベーション教育研究センター 特定教授

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
附
属

デ
ー
タ
科
学
イ
ノ
ベー
シ
ョン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

特
定
教
授

田
村 

寛
氏

医
療
情
報
企
画
部
　
助
教

平
木
秀
輔
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

別
の
回
収
用
紙
に
添
付
。
医
事
部
門
で
同
用
紙

を
回
収
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
。
同
デ
ー
タ
を
解

析
す
る
こ
と
で
、
医
療
材
料
の
運
用
の
円
滑
化

と
在
庫
量
の
軽
減
お
よ
び
適
正
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ⅲ
」
で
は
、

従
来
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
個
々
の
医
療
材
料

に
つ
け
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
コ
ー
ド
と
Ｇ
Ｓ
１
を

管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
材
料
の
個
別
の

期
限
管
理
や
、
ロ
ッ
ト
番
号
の
追
跡
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
院
で
は
、
こ
の
「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ⅲ
」
と

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
６
を
電
子
的

に
連
携
さ
せ
、
物
品
・
物
流
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
病
院
経
営

や
運
営
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
引
き
出
そ
う
と
考

え
て
い
る
。

「
入
院
患
者
の
診
療
報
酬
は
原
則
と
し
て
包
括

請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
手
術
部

門
で
の
診
療
費
用
は
出
来
高
で
の
算
定
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
手
術
で
使
用
し
た

医
薬
品
や
医
療
材
料
に
つ
い
て
の
請
求
漏
れ
を

な
く
す
た
め
、
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
と
医
事
シ

ス
テ
ム
、
電
子
カ
ル
テ
を
連
携
し
、
デ
ー
タ
を

突
合
さ
せ
て
、
物
品
管
理
の
改
善
を
目
指
し
ま

し
た
」（
田
村
氏
）

　

現
在
、
電
子
カ
ル
テ
と
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム

の
完
全
な
電
子
的
連
携
こ
そ
果
た
せ
て
い
な
い

が
、
同
院
で
は
手
術
部
門
、
透
析
部
門
、
放
射

線
部
門
の
一
部
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
用
い
た
医

療
材
料
の
実
施
入
力
を
行
っ
て
い
る
。

「
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
３

シ
ス
テ
ム
で
必
要
な
読
み
取
り
の
う
ち
、
医
事

会
計
に
関
す
る
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
不

要
と
な
り
、
労
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
事
会
計
と
物
流
管

理
シ
ス
テ
ム
の
連
携
に
よ
っ
て
、
請
求
漏
れ
に

な
り
か
ね
な
い
医
薬
品
や
医
療
材
料
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

請
求
漏
れ
に
な
り
か
け
た
医
薬
品
を
調
べ
て

み
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
当
初
予
想
し
た
高
額

な
医
薬
品
は
少
な
く
、
む
し
ろ
低
価
格
で
、
大
量

に
消
費
す
る
生
理
食
塩
水
等
に
お
い
て
請
求
漏

れ
に
な
り
か
ね
な
い
事
例
が
多
か
っ
た
点
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

物
流
と
医
事
、
電
子
カ
ル
テ
が
つ
な
が
れ
ば
、

患
者
単
位
で
ロ
ッ
ト
番
号
ま
で
の
物
品
消
費
や

治
療
の
原
価
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
病
院
経
営
に
と
っ
て

有
益
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
田
村
氏
）

　

腎
臓
内
科
医
で
も
あ
る
平
木
秀
輔
氏
は
、
物

流
管
理
シ
ス
テ
ム
と
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
連

携
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
以
前
か
ら
患
者

単
位
の
原
価
に
関
す
る
早
期
把
握
が
で
き
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
課
題
を
解
決
で

き
な
い
理
由
は
、
高
額
の
処
置
に
係
る
情
報
は

入
力
さ
れ
る
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
大
き
い
こ

と
と
、
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
と
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
が
独
立
に
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
０
円
以
上
の
医
療
材
料
に
つ
い
て

は
、
今
般
、
患
者
デ
ー
タ
と
紐
付
け
す
る
シ
ス

手術室や放射線部等、医療現場で使用した物品は、回収用紙にシールを添付。
回収用紙は医事課に戻され、スキャナによる高速自動読み取りでデータを収集・
解析し、適正な在庫管理を実施

医療現場でシールに記載されている物品コード・ユニークコードをバーコードリー
ダーで読み取ることで、医療材料の実施入力を完了。物品の使用状況を把握
することで、病院運営の改善に役立つデータを提供

テ
ム
を
ダ
イ
コ
ク
・
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
社

が
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
デ
ー
タ
は
着
実

に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を

ど
の
よ
う
な
形
で
診
療
科
や
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー

に
提
供
す
れ
ば
よ
い
か
が
、
現
在
の
課
題
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
学
病
院
で
は
、
１
人
の
患
者
に
多

く
の
診
療
科
が
治
療
に
絡
む
こ
と
か
ら
、
そ
の

人
件
費
を
ど
の
よ
う
に
按
分
す
る
か
も
問
題
で

す
。
例
え
ば
、
胃
が
ん
で
入
院
し
た
患
者
さ
ん

に
、
腎
臓
が
弱
っ
て
い
る
の
で
腎
臓
内
科
で
透

析
を
実
施
し
た
場
合
、
病
院
の
ル
ー
ル
と
し
て

は
、
そ
の
売
り
上
げ
は
胃
が
ん
の
治
療
に
当

た
っ
て
い
る
消
化
器
科
の
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
適
切
な
評
価
な
の
か

は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
会
計
、
特
に
公
的
病
院
会
計
の

会
計
基
準
は
一
般
企
業
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て
戦
略
的
な
投
資
を
行

う
た
め
に
、
他
の
会
計
基
準
も
参
考
に
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

平
木
氏
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
物
流
管

理
シ
ス
テ
ム
を
連
携
で
き
れ
ば
、
コ
ス
ト
管
理

に
加
え
、
医
療
安
全
に
も
貢
献
す
る
の
で
は
と

期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

「
ユ
ニ
ー
ク
コ
ー
ド
管
理
が
実
現
す
る
こ
と
で
、

個
々
の
医
療
材
料
の
消
費
期
限
の
管
理
も
可
能

に
な
る
こ
と
は
、
適
正
な
物
品
管
理
の
実
施
と

と
も
に
医
療
安
全
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
万
一
医
療
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
で
も
、
単
品
に
よ
る
管
理
を
行
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
事
故
を
起
こ
し
た
物
品
が
何
で
あ
る

か
追
跡
可
能
で
す
。

　

物
品
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
医

療
安
全
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
今
後

は
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

田村　寛（たむら・ひろし）氏

2012 年京都大学医学部卒。福井赤十
字病院・京都大学医学部附属病院腎
臓内科での勤務を経て、2016 年 4 月よ
り医療情報企画部助教。MBA。

平木秀輔（ひらぎ・しゅうすけ）氏

医
療
材
料
を
ユ
ニ
ー
ク
コ
ー
ド
管
理
し
、

個
々
の
患
者
デ
ー
タ
と
の
紐
付
が
可
能

物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ⅲ
」

診
療
原
価
の
把
握
だ
け
で
な
く

医
療
安
全
管
理
に
も
貢
献
可
能

物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
と
Ｈ
Ｉ
Ｓ
連
携

物 流 管 理 シ ス テ ム 「 Ｗ ｅｂＳ Ｐ Ｄ Ⅲ 」 の ワ ー ク フ ロ ー 図

京都大学医学部附属病院では、KING4 導入に合わせて物流管理システムを採用。KING6 では新システム「WebSPDⅢ」でユニークコード・ロット管理の機能強
化を図った。業務としては、入庫時にユニークコード表記のバーコードラベルを印刷し材料に貼り付け、ユニークコードと材料に表記された GS1コードをハンディター
ミナルで読み取る。部署に材料を払出する際にユニークコードを紐付けすることで、材料個々の期限管理が可能となり、部署単位で期限切れ間近を一覧表示できる。
また、lot_out 時や自主回収時には院内に対象のロット番号がどの部署に存在しているかを確認する事が可能である
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「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
５
で
は
紙
運
用
で
対
応
し
て
い
た
与

薬
指
示
簿
に
関
す
る
機
能
を
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
更

新
に
際
し
て
電
子
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、入
院
患
者
へ
の
薬
剤
の
投
与
に
つ
い
て
、

予
め
医
師
が
看
護
師
に
指
示
を
出
す
と
同
時
に
、

薬
剤
の
オ
ー
ダ
も
行
う
こ
と
が
可
能
な
機
能
で

す
。
な
お
、
薬
剤
投
与
の
指
示
に
関
し
て
は
当

然
後
で
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
注
射
に
関
す
る
流
量
変
化
情
報
の

精
緻
化
な
ど
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
機
能
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
ス
タ
ッ
フ
、
ベ
ン
ダ
と
協

議
し
な
が
ら
、
病
院
運
営
に
役
立
つ
新
機
能
の

開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
院
の
医
療
情
報
企
画
部
は
、“
診
療
の
運
用

フ
ロ
ー
を
い
か
に
シ
ス
テ
ム
が
補
助
す
る
か
”
と

い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
運
用
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
が
、

月
に
１
度
開
催
さ
れ
る
「
診
療
業
務
標
準
化
委

員
会
」
だ
。
同
委
員
会
は
、
医
師
、
看
護
師
だ

け
で
な
く
薬
剤
部
や
検
査
部
等
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
や
医
療
安
全
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
集
ま
り
、

診
療
業
務
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
改
善
や
標
準
化

を
話
し
合
う
。
岡
本
氏
は
、
同
委
員
会
の
意
義

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
委
員
会
は
院
内
の
業
務
フ
ロ
ー
を
定
め
る

場
で
す
が
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
業
務
フ
ロ
ー

と
密
接
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
委
員

会
に
お
い
て
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
に
対
す
る
改
善
要
望

を
吸
い
上
げ
た
り
、
我
々
の
提
案
す
る
改
善
案

　

前
述
の
と
お
り
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
を
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
」
に
更
新
し
た
。
シ
ス
テ
ム

更
新
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
医
療
情
報

企
画
部 

講
師
の
岡
本
和
也
氏
は
、
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
前
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
５
に
は
、
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
化
さ
れ
た
機
能
が
１
０
０
０
以
上
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
維
持
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
機

能
を
見
直
し
、
で
き
る
限
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
も
の
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム

の
ス
リ
ム
化
と
コ
ス
ト
抑
制
を
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
６
で
は
、
新
た
に
診
療

支
援
に
役
立
つ
新
機
能
を
加
え
て
い
る
こ
と
の

意
義
が
大
き
い
と
岡
本
氏
は
話
す
。

■

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

診
療
業
務
を
シ
ス
テ
ム
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
に
徹
し
、

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
さ
ら
に
続
け
る

に
対
す
る
意
見
を
も
ら
え
ま
す
。
診
療
の
中
心

は
あ
く
ま
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
す
か
ら
、
私
た

ち
は
裏
方
で
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
で
診
療
を

力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
を
進
化
さ
せ
、

電
子
カ
ル
テ
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ

る
こ
と
で
、
医
療
材
料
個
々
の
管
理
を
推
し
進

め
て
い
る
。

「
現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
手

術
部
等
で
、
ど
の
患
者
に

ど
の
よ
う
な
種
類
の
医
療

材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
点
ま
で
は
紐
付
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
で
は
ま
だ
不
十
分
で
す
。

　

物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の

病
院
運
営
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
１
患
者

へ
の
原
価
計
算
が
可
能
に

な
る
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
医
療
材
料
が
、
ど
の
患

者
に
使
用
さ
れ
た
か
を
紐
付
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
医
療
安
全
に
も
大
き
く

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
す
で
に
輸
血
に
関
連
す
る
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
は
、
輸
血
の
ど
の
バ
ッ
グ
が
、
ど
の

患
者
に
使
用
さ
れ
た
か
、
単
品
レ
ベ
ル
で
把
握
・

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

輸
血
と
い
う
医
療
行
為
が
命
に
直
結
し
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
医
療
安
全
の
観
点
か
ら
シ
ス
テ

ム
化
の
中
で
早
期
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
事
故
等
、
万
一
の
事
態
の
際
に
は
、
ロ
ッ

ト
番
号
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
医
療
材
料
が
ど

の
患
者
さ
ん
に
使
用
さ
れ
た
か
を
把
握
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
医
療
安
全

に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
観
点
か
ら

も
、
電
子
カ
ル
テ
と
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
の
連

携
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

京都大学医学部附属病院

所在地：京都府京都市左京区聖護院川原町54

京都大学病院は、京都帝国大学医科大学と
して1899年に設立。以来、安全で質の高
い医療の提供、先進医療の開発、医療人の
育成を基本理念に据え、診療、研究、教育
等の事業を展開している。同院では、2010
年に患者のアメニティに配慮した新病棟の
積貞棟が、2015年にヘリポートを持つ南病
棟が完成するなど、患者がより高度な治療
を快適に受けられる環境を構築する病院再
整備計画を推進中である（写真は積貞棟の
特別病室）。

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
情
報
企
画
部
　
講
師

岡
本
和
也
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

―センター設立の経緯につい
てお聞かせください。
　先制医療・生活習慣病研究
センターは、リゾートホテル等
を経営するリゾートトラスト社に
おける会員向けの健診・医療
サービスを提供しているハイメ
ディック事業との共同研究施設
として設立されたものです。膨
大な医療情報をデータベース化
し、大学と企業が共同で研究
を行うことにより生活習慣病の
疾患メカニズムの解明や早期
診断法の開発を目指していくこ
とを目的にしています。
　当センターは、当院敷地内
にあるリゾートトラスト社の会員

―勤務することになるまでの
経緯についてお聞かせください。
　私は、元々コミュニケーショ
ンロボットの研究に携わってい
ました。この研究は、音声認
識や移動制御、膨大なデータ
処理など、多数の制御技術の
集合体であり、それぞれの技術
に精通する必要があることか
ら、東京工業大学や立命館大
学のプロジェクトに参画するな
どして研究活動を続けてきまし
た。その中で、膨大なビッグデー
タを扱いたいと思うようになっ
たとき、黒田教授に医学におけ
るデータサイエンスの基礎づく
りに携わらないかとのオファー
をいただき、現職に就くことに
なりました。
―先制医療・生活習慣病研
究センターにおけるDWH 構築

ク京大病院」と京大病院が持
つ診療データを活用するために
DWH（データウェアハウス）を
構築し、病院情報システム
KINGからデータを抽出して取
り込んで研究活動に利用してい
ます。KINGのデータを扱うこ
とから、同システムを管理する
医療情報企画部とは緊密な連
携を図るように努めています。
―開設から1年が過ぎました
が、現況をお聞かせください。
　「ハイメディック京大病院」
に検診に訪れる会員受診者は
順調に増加しています。検診業
務における課題は、増えてくる
受診者に対する人的リソースの
確保ですね。件数が増えれば
増えるだけ、センターのスタッフ
への業務負荷がかかります。「ハ
イメディック京大病院」で診療
に当たっているスタッフには当
院に所属している者も多いの
で、彼らの業務負担を無理のな
いように配慮しつつ診療件数を
増やしていくことが大事です。

従来から当院で行われてきた各
診療部署におけるデータへのア
クセスが容易になったことで、
臨床におけるデータ解析もこれ
から盛んに行われるようになる
でしょう。
　また、臨床以外にも、業務
の効率化にDWHが貢献する
のではと考えています。例えば、
看護部では看護必要度を測る
上で細かなデータを集計してお
り、これらの検索や集計作業
にDWHが大きく貢献できると
感じています。
―データサイエンティストとし
て、医療におけるデータの収集・
解析に関する課題についてお聞
きします。
　まず、医療のデータが特殊
だと思うのは、データを安定的
に供給できない点です。例えば、
検査データにしても、1年に1
度検診を受診する人もいれば、
検査入院等で集中的にさまざ
まな検査を何度も受ける受診
者もいます。また、検診なども
定期的な受診がなされていない
こともあり、データとしては非
常に不安定な状態です。また、
病院のデータは、病気を抱えて

向けの健診施設である「ハイメ
ディック京大病院」と連携し、
3テスラMRIや PET/CT、マ
ンモPETなどの最先端医療機
器による高度な検診を提供しつ
つ、「ハイメディック京大病院」
で得られる年間約 4000 件の
健康な方のデータを蓄積し、京
大病院がこれまで蓄積してきた
膨大かつ多岐にわたる診療
データと比較・解析することで、
これからの医療に役立つデー
タ解析ができるのではないかと
期待しています。
―医療情報企画部とは、ど
のような関係性なのでしょうか。
　当センターでは、「ハイメディッ

についてお聞かせください。
　データサイエンスの基礎づく
りにおいて、DWHの構築は不
可欠です。中でも医療に関する
データは究極の個人情報であ
り、そのまま扱うのは情報漏え
い等の問題があり、大変危険
です。
　そこで、当院の病院情報シス
テムKINGから匿名化したデー
タをDWHに移し、研究・解
析用のデータベースとして活用
するようにしました。「ハイメ
ディック京大病院」が開設され
て1年が経ち、健康な方々の
診療データもある程度蓄積で
きましたので、これから健常者
のデータと疾病を持つ患者の
データの比較・解析等に取り
組んでいく予定です。
　また、DWHの構築により、

　研究面については、リウマチ
センターや看護部などで、すで
にいくつかのプロジェクトがス
タートしています。
　すでに当院側の診療データ
は非常に膨大なので、今年改
正された個人情報保護法を遵
守しつつ、私個人としては、健
康な方の医療データとKING
の診療データを比較・解析し、
健康と不健康の狭間がどこに
あるのか、また画像データを解
析し、AIを用いた画像診断な
どの研究を行っていきたいと考
えています。

いる人々のデータであって、健
常者のそれとはデータの平均や
分散の分布が異なるなど、安定
したデータが十分揃っていない
のが実情です。
　これらに対し、例えば
Googleの音声認識などは、世
界中から恒常的に音声データが
スマホ等のデバイスから収集さ
れて膨大なデータが蓄積され、
深層学習等の技術により、よ
り精度の高い音声認識技術を
実現しています。医療の世界で
は、まだ十分にこのようなデー
タを揃えることができていない
段階です。
　そのような意味で「ハイメ
ディック京大病院」で人間ドッ
クを受診される方々の診療デー
タは、医療にとって非常に貴重
です。
　100万人の健常者のデータ
を集積するのは年月が必要です
が、1000～1万人程度のスモー
ルセットでの収集は可能ですの
で、これらのデータを活用し、
当院がこれまで蓄積した膨大な
データと組み合わせて、先制医
療の研究に役立てたいと考えて
います。

先制医療・生活習慣病研究センターを
立ち上げた特定教授の南部雅幸氏に
同センターの概要や研究の目的、
医療情報企画部との関係を聞いた。

データサイエンティストとして、
DWH 構築やデータ解析等を担当する
同センター特定講師の杉山 治氏に、
研究活動等の内容について聞いた。

I n t e r v i e w

I n t e r v i e w

京都大学医学部附属病院
先制医療・生活習慣病研究センター　
特定教授

南部雅幸氏に聞く

京都大学医学部附属病院
先制医療・生活習慣病研究センター　
特定講師

杉山 治氏に聞く

なんぶ・まさゆき

すぎやま・おさむ

2009 年京都大学大学院情報学研究科
博士課程修了。博士（情報学）。同年
より同研究科 特定研究員。同年 10 月
より、同大学医学部附属病院 特定助
教。2012 年 7 月より同 助教。2013 年
12 月より同 講師

岡本和也（おかもと・かずや）氏
先制医療・生活習慣病研究センターが
ある「ハイメディック」棟。免震構造、
地上 3 階・地下 1 階で延床面積 2,000 
㎡の建物である

医療情報企画部スタッフの皆さん。医療情報企画部は医学系スタッフと
工学系スタッフがほぼ半々の割合で在籍しており、医療にも、情報工学
にも秀でたスタッフが充実している
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